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農業の経験は全くありませんでしたが、地域の農業を身近で見ていて、後継者不足による

高齢化や耕作放棄地の増加など「このままではダメになってしまう」と感じ、３０歳の時農

家のあとを継ぐ決意をしました。

就農１・２年目は覚える事がたくさんで、毎日へとへとになっていましたが、３年目から

は周りも見えてきて、農業を楽しいと感じるように。頑張れば頑張った分だけ成果がでる農

業に魅力を感じています。

しかし、農業はマニュアルも無いうえに、自然が相手だから上手くいかないこともあります。

そんな時に支えてくれる先輩農家や切磋琢磨し合える仲間のおかげで、また頑張ろうと思え

ます。「負けてはいられないな」といつも自分を奮い立たせています。

　地域の農業を活性化させるには、若手農家の力が必要です。たくさんの人に興味を持って

もらうためにも、就農希望者の受け入れなどをして農業の魅力を伝えていきたいです。

　大寺で露地野菜や水稲を営む山田さんご一家（左から悦男さん、和也さん、絵美さん、美

津子さん、和摩くん、莉麻ちゃん）。平成２８年６月に家族４人で家族経営協定を結び、認定

農業者として地域の農業を担っています。

　約５年前にサラリーマンを辞め、後継者となった山田和也さんからお話を伺いました。

頑張った分だけ成果がでる

農業が魅力！
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早
い
も
の
で
、
昨
年
七
月
に
第

二
三
期
農
業
委
員
及
び
第
一
期
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
よ
る

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
て
一
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
法

の
改
正
に
よ
り
農
地
利
用
の
最
適

化
が
農
業
委
員
会
の
必
須
業
務
に

な
り
、
「
推
進
委
員
」
が
新
た
に

設
置
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の

一
年
間
で
ど
れ
だ
け
前
進
で
き
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
最
適
化
推

進
の
中
核
を
地
区
活
動
と
位
置
付

け
、
四
ブ
ロ
ッ
ク
八
地
区
で
の
話

合
い
を
重
点
に
活
動
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
先
月
号
で

お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
鎌
足
・

中
郷
・
清
川
の
三
地
区
で
地
域
の

農
業
を
考
え
る
地
区
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
た
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
地

区
で
農
業
環
境
保
全
活
動
や
基
盤

整
備
に
向
け
た
話
合
い
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
作
成
に
向
け
た
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
活
動
に

よ
り
新
た
に
七
人
が
加
入
し
、
部

門
別
全
国
第
一
位
を
受
賞（
写
真
）

す
る
な
ど
、
農
業
委
員
と
推
進
委

員
が
連
携
し
た
地
区
活
動
の
成
果

が
徐
々
に
表
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
最
適
化
に
向
け
た
具

体
的
な
数
値
と
し
て
は
、
ま
ず
、

①
農
地
の
利
用
集
積
面
積
は
三
四

㌶
と
前
年
度
の
目
標
値
一
七
〇
％

の
達
成
度
で
、
そ
の
う
ち
農
地
中

間
管
理
機
構
の
借
受
は
約
三
二
㌶

・
貸
付
は
約
二
一
㌶
と
大
幅
に
増

加
し
ま
し
た
。
同
様
に
②
新
規
参

入
は
二
経
営
体
で
約
六
七
％
。
し

か
し
反
面
、
③
遊
休
農
地
に
つ
い

て
は
、
判
断
基
準
の
変
更
等
も
あ

り
、
六
八
㌶
か
ら
一
二
八
㌶
に
大

幅
に
増
加
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現在就農２年目の先﨑真美子さん（江川）。き

っかけは沖縄に住んでいた時に出会ったパッシ

ョンフルーツ。おいしさに加え美容と健康にも

良いという魅力に引かれ「自分でも作ってみた

い」と思ったそうです。農業の経験が無かった

先﨑さんですが、地元の農家が育てていること

を知り、指導を受けることに。

自然相手のため上手くいかないことや、病気

等により出荷量が減ってしまうこともあるそう

です。しかし地元農家や地域に支えられながら

「体に良いものを」と化学肥料は使用せず、無

農薬で栽培。栄養価が高いということで女性客

のリピーターが後を絶たないとのこと。

「より多くの女性に健康で綺麗でいて欲しい。

そのため今後は、ドレッシングや焼肉のタレな

どの加工品に挑戦するなど、様々な方法でパッ

ションフルーツの魅力をたくさんの人に伝えて

いきたいです」と話してくれました。

（
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
）
お
か
げ
さ
ま

で
、
無
事
に
新
体
制
へ
移
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
目
に
見

え
る
形
で
結
果
が
出
る
に
は
も
う

少
し
時
間
が
必
要
で
す
。

　

経
営
主
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
等
に
よ
り
、
将
来
の
農
業
経
営

に
明
る
い
展
望
を
見
出
せ
な
い
現

状
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
農
地

利
用
の
最
適
化
に
向
け
、
農
業
者

や
地
権
者
と
の
話
し
合
い
に
よ
り

地
域
の
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
何
か
お

気
づ
き
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

地
区
の
委
員
ま
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　高齢で稲作ができなくなり困っていたら、業者

から「無料で埋立てて畑にしてあげる」と言われ

ました。畑なら水田と違って一部を耕作でき、草

刈もできるから周りに迷惑をかけなくて済むと思

いお願いしました。しばらくすると農業委員会

の職員が来て「違反だから撤去す

るように」と指導されました。そ

の時には埋立てをした業者とは連

絡がとれず費用をかけて自ら撤去

することに…。

　このような事が実際に身近で起こっていませんか？

農地を転用するには許可（又は届出）が必要です。

　これらの手続きを行わずに農地以外の用途に使用す

ることは違反転用となり、事業者はもちろん土地所有

者も違反転用者となり、厳しい措置がとられます。こ

のような事が起こる前に農業委員会に相談しましょう。

無許可の埋め立ては
違反転用です！

新
体
制
二
年
目
に
向
け
て

　
　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
の
中
核
は
地
区
活
動

木
更
津
市
農
業
委
員
会　

会
長　

安 

藤 

一 

男

新規就農者を紹介①

パッションフルーツにチャレンジ！

無許可の埋め立ては
違反転用です！
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「
推
進
委
員
っ
て
何
？
」
こ
れ

は
都
内
園
芸
農
家
で
研
修
し
て
い

る
次
男
の
正
直
な
感
想
だ
。

農
地
利
用
の
最
適
化
は
新
体
制

と
な
っ
た
農
業
委
員
会
の
命
題
だ
。

し
か
し
、
具
体
的
活
動
の
イ
メ
ー

ジ
が
湧
か
な
い
。
曰
く
、
農
地
の

集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発

生
防
止
・
解
消
、
集
落
営
農
の
組

織
化
、
担
い
手
の
新
規
参
入
の
促

進
と
。
そ
の
通
り
だ
。
五
里
霧
中

の
私
に
と
っ
て
は
、
手
の
届
か
ぬ

こ
こ
十
年
程
、
富
来
田
稲
作

部
会
（
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
の
農
薬
防

除
）
の
役
員
と
し
て
、
富
来
田
地

区
の
水
田
の
状
況
を
見
て
回
っ
て

い
ま
す
が
、
毎
年
、
山
間
部
の
水

田
耕
作
者
が
急
激
に
減
っ
て
い
ま

す
。
理
由
を
訪
ね
る
と
「
親
が
亡

く
な
っ
た
か
ら
」
「
高
齢
だ
が
跡

取
り
が
い
な
い
」
「
獣
被
害
が
酷

い
の
で
」
と
の
こ
と
。
数
年
後
に

は
、
農
地
と
し
て
の
面
影
が
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
集
落
で
は
老
夫

婦
の
家
や
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し

の
家
や
空
き
家
が
多
く
な
り
、
五

年
後
、
十
年
後
に
は
存
続
の
危
機

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
小

規
模
農
家
が
農
業
を
や
め
て
も
大

規
模
農
家
が
農
地
を
引
き
受
け
て

く
れ
て
、
農
地
を
健
全
に
維
持
で

き
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
大
規
模

農
家
も
限
界
に
近
い
面
積
を
耕
作

し
て
お
り
、
経
営
規
模
拡
大
は
厳

し
い
の
が
現
状
で
す
。

　

今
、
日
本
は
多
く
の
食
料
を
輸

入
に
頼
る
一
方
で
、
飽
食
の
時
代

と
言
わ
れ
無
駄
に
捨
て
て
い
る
面

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
主
食
で
あ

る
米
は
毎
年
、
大
量
に
余
り
、
生

産
量
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
世

界
か
ら
見
る
と
、
日
本
は
主
食
米

の
生
産
が
有
り
余
っ
て
い
る
の
に

多
く
の
食
料
を
輸
入
に
頼
る
不
思

議
な
国
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
有
り
余
る
米
生
産
能
力
が

世
界
の
食
糧
不
足
に
貢
献
で
き
よ

う
に
な
れ
ば
、
魅
力
あ
る
農
業
と

し
て
、
若
い
世
代
が
就
農
し
、
農

地
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

小さいころから自然が大好きで、祖父母が

農作業をする姿を見て農業に興味を持ち、農

業関係の学校へ進学しました。ハウス内での

長時間の作業はやはり大変ですが、汗水たら

して作った野菜が大きく成長していく姿を見

るとやりがいを感じ、一生懸命育てた野菜た

ちは、まるで我が子のように愛おしいです。

そして、農業を学び体験する中で、何よ

りも自然に生かされていることに気づきまし

た。自然に寄り添う職業なので、人と人には

ない自然とのコミュニケーションをとること

ができます。また、地域や農家との絆が深ま

ったり、消費者との繋がりが出来るなど、農

業にはたくさんの魅力があります。

将来は安心安全な生産者を目指し、農薬・

肥料に頼らず、自然の力を引き出した自然栽

培での野菜作りやマーケティング論を活か

し、経営にも力を入れていきたいです。そし

て、一生をかけて農業に携わっていきたいです。

　現在、新潟農業・バイオ専門学校で野菜の栽培方法や
マーケティング論等を学んでいる太田の加藤美紀さん（21）

農 家 の た ね

概
念
だ
。
そ
れ
で
も
軽
挙
妄
動
を

し
て
な
り
ふ
り
構
わ
ぬ
視
界
か
ら

は
、
他
人
様
の
こ
と
は
想
像
の
外

だ
。
身
内
の
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

　

長
男
が
就
農
し
、
露
地
野
菜
作

り
を
始
め
た
。水
田
単
作
地
帯（
そ

れ
も
湿
田
）
で
は
、
露
地
野
菜
用

畑
は
限
ら
れ
て
い
る
。
な
ら
ば
、

行
政
指
導
の
下
、
畑
へ
の
客
土
転

用
は
高
価
だ
。
し
か
ら
ば
購
入
よ

り
借
用
。作
付
け
を
増
や
す
に
は
、

借
用
が
早
道
だ
。
地
域
の
不
作
付

地
を
探
す
う
ち
、
今
ま
で
目
に
停

め
て
い
な
か
っ
た
光
景
が
そ
こ
に

あ
っ
た
。
何
と
遊
休
農
地
の
多
い

こ
と
か
。

　

古
く
は
、
墾
田
永
年
私
財
法
か

ら
戦
後
の
農
地
改
革
ま
で
、
農
地

は
個
人
所
有
の
権
利
は
認
め
ら
れ

て
き
た
が
公
共
的
性
格
を
持
つ
こ

と
は
あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い
な

い
。

　

今
、
地
元
で
農
地
中
間
管
理
機

構
を
介
す
る
基
盤
整
備
の
準
備
を

進
め
て
い
る
。
地
域
の
農
業
・
農

地
を
ど
の
様
に
次
代
に
継
承
す
る

か
、
農
地
所
有
者
は
傍
観
者
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。個
人
と
し
て
、

家
族
と
し
て
、
家
と
し
て
、
そ
し

て
地
域
と
し
て
積
極
的
で
は
な
い

に
し
ろ
主
体
的
対
応
が
迫
ら
れ
て

い
る
。

　

「
時
間
は
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

数
年
が
正
念
場
だ
」

頑
張
っ
て
ま
す
！

　
　
　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

昨
年
七
月
に
新
し
く
推
進
委
員
と
な
っ
て
二
年
目
。
今
感
じ
て

い
る
こ
と
や
取
り
組
み
た
い
活
動
、
地
域
農
業
へ
の
思
い
等
を
綴

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

こ
こ
数
年
が

　

再
生
の
正
念
場
！

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

地 

曵 

昭 

裕

 

農
家
存
続
の

　
　
　
　

 

危
機･･･

。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

小 

嶋 

哲 

雄



第41号⑷平成30年９月１日 きさらづし農委だより

　

農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農
地

の
実
態
把
握
、
発
生
防
止
と
解
消
、

農
地
の
違
反
転
用
発
生
防
止
対
策

等
を
目
的
に
九
月
か
ら
十
月
に
か

け
て
現
在
の
農
地
の
利
用
状
況
の

調
査
（
農
地
利
用
状
況
調
査
）
を

実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
際
に
は
、
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
及
び

職
員
が
農
地
に
立
ち
入
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
利
用
状
況
調
査
の

結
果
、
新
規
に
遊
休
農
地
等
と
な

っ
た
農
地
の
所
有
者
に
対
し
て
、

郵
送
で
そ
の
農
地
の
今
後
の
農
業

上
の
利
用
の
意
向
を
調
査
し
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

　

な
お
、
昨
年
度
の
利
用
状
況
調

査
の
結
果
、
市
内
農
地
全
体
に
占

め
る
遊
休
農
地
の
割
合
は
四
・
二

％
で
、
地
区
別
で
は
、
金
田
地
区

八
・
六
％
、
岩
根
地
区
二
・
七
％
、

中
郷
地
区
二
・
九
％
、
清
川
地
区

五
・
七
％
、
木
更
津
地
区
一
七
・
八

％
、
波
岡
地
区
一
・
三
％
、
鎌
足

地
区
三
・
五
％
、
富
岡
地
区
二
・
三

％
、
馬
来
田
地
区
二
・
六
％
と
い

い
う
結
果
で
し
た
。

※
遊
休
農
地
と
は
「
現
に
耕
作
の
目

的
に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
引
続
き
耕

作
の
目
的
に
供
さ
れ
な
い
と
見
込
ま

れ
る
農
地
な
ど
」
で
す
。

※
遊
休
農
地
の
割
合
は
、
算
出
方
法

が
異
な
る
た
め
、
現
在
公
表
し
て
い

る
活
動
計
画
や
指
針
の
数
値
と
は
異

な
り
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
猛
暑
日
が
続
き
、
田

ん
ぼ
の
色
が
早
く
か
ら
金
色
に
染
ま

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、

お
体
を
大
切
に
お
過
ご
し
下
さ
い
▼

編
集
部
で
は
農
委
だ
よ
り
に
登
場
し

て
く
れ
る
農
家
さ
ん
を
募
集
し
て
い

ま
す
！
「
頑
張
っ
て
い
る
農
家
さ
ん

い
る
よ
」
「
自
分
の
取
組
を
紹
介
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
お
話
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
♪
（
Ｉ
・
Ｒ
）

 

農
地
利
用
状
況
調
査
及
び

　

農
地
利
用
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す

利用権の更新時期を迎えた農地も 中間管理事業 をご活用下さい！

編 

集 

後 

記




